
学校
法人 郡山開成学園報個の確立と他との協調 尊敬・責任・自由

第29回 ちびっこうねめまつりパレード

第95号 ●2014年10月2日 ●郡山女子大学大学院 ●郡山女子大学 ●郡山女子大学短期大学部 ●郡山女子大学附属高等学校 ●郡山女子大学附属幼稚園

●発行所／学校法人郡山開成学園 〒963-8503 郡山市開成３丁目25番２号　　024（932）4848（代）  http://www.koriyama-kgc.ac.jp ●発行人／学園長  関口 修

　

人
々
は
誰
彼
を
問
わ
ず
個
人

を
評
価
す
る
表
現
と
し
て
、誰
そ

れ
さ
ん
は
知
的
で
あ
る
と
か
、教

養
が
あ
る
と
か
、賢
者
、有
能
、無

能
な
ど
と
判
別
し
ま
す
。こ
の
判

別
に
は
一
般
的
評
価
と
個
別
的

評
価
が
あ
り
ま
す
。一
般
的
評
価

は
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
所
謂
、

井
戸
端
会
議
的
外
見
評
価
と
な

り
ま
し
ょ
う
。

　

先
般
、テ
ニス
の
錦
織
選
手
が
全

米
オ
ー
プ
ン
で
決
勝
ま
で
勝
ち
進

み
ま
し
た
が
、惜
し
く
も
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。こ

の
こ
と
を
評
価
す
る
報
道
機
関

（
某
社
）の
表
現
と
錦
織
選
手
の
コ

メ
ン
ト
の
内
容
に
学
ば
さ
れ
ま
し

た
の
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

報
道（
某
社
）は「
大
人
と
子
ど

も
の
戦
い
で
あ
っ
た
」と
批
評
し
ま

し
た
が
、外
形
的（
外
見
）に
は
適

切
な
表
現
な
の
で
し
ょ
う
。20
セ
ン

チ
以
上
も
身
長
差
が
あ
る
対
戦

相
手
で
す
か
ら
、大
小
の
違
い
が
明

ら
か
で
す
。で
も
、錦
織
選
手
は
決

勝
に
至
る
過
程
で
身
長
差
の
あ
る

ラ
ン
ク
上
の
選
手
と
幾
度
も
熱
戦

を
繰
広
げ
疲
労
困
憊
で
の
決
勝

進
出
で
あ
っ
た
事
は
周
知
の
事
実

で
す
。一
方
、錦
織
選
手
の
対
戦

後
の
コメ
ン
ト
は「
対
戦
相
手
を
讃

え
て
の
感
謝
、観
衆
へ
の
感
謝
、自

分
を
育
て
て
く
れ
た
人
々
へ
の
感

謝
の
後
に
、再
度
こ
の
場
に
戻
っ
て

き
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。彼
の
心

に
は
残
念
無
念
の
思
い
が
満
ち
溢

れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
が
、そ
の
思
い

を
抑
え
て
の
コ
メ
ン
ト
は
人
々
に

清
々
し
い
感
動
を
与
え
た
と
思
い

ま
す
。

　

往
々
に
、私
た
ち
が
物
事
を
評

価
す
る
見
方
と
し
て
、上
辺（
外

形
）だ
け
に
目
を
向
け
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

知
的
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
、

物
事
を
外
形
的
に
判
断
す
る
の
で

は
な
く
、内
面
の
洞
察
が
で
き
て
こ

そ
本
当
の
評
価
、価
値
あ
る
評
価

と
云
え
る
と
思
い
ま
す
。物
事
の

内
面
を
洞
察
す
る
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。相
手
と
の
対
話

を
繰
り
返
し
、相
手
が
使
う
言
葉

の
内
容
を
吟
味
す
る
と
共
に
態
度

に
も
注
意
を
払
い
、総
体
に
理
解

を
深
め
る
こ
と
で
す
。こ
の
よ
う
な

内
容
を
理
解
し
活
用
す
る
こ
と
が

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
対
話
）能
力

で
す
。

　

自
分
の
思
い
を
率
直
に
話
し
て

い
る
つ
も
り
で
も
、感
情
的
に
な
っ

て
し
ま
い
、相
手
の
事
情
を
考
慮
し

な
い
自
分
本
位
の
一
方
的
な
見
解

で
は
相
手
に
不
快
な
思
い
を
与
え

ま
す
。言
葉
だ
け
で
な
く
態
度
も

加
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
れ

で
は
如
何
に
専
門
分
野
の
知
識
が

あ
って
も
知
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

様
々
な
知
識
を
修
得
し
、自
在

に
活
用
で
き
る
人
は
我
々
の
憧
れ

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
様
な
知
識
の
集
積
に
基
づ
く
、

主
観
と
客
観
の
使
い
分
け
が
出
来

る
人
を
教
養
人
と
云
い
ま
す
。立

ち
居
振
る
舞
い
ば
か
り
で
は
な
く
、

顔
つ
き
も
清
々
し
く
な
る
知
の
所

産
に
憧
れ
、努
め
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　

  

（
H
26・9・17
記
）

知
的
で
あ
る
こ
と

理事長・学園長

関口　修



開成の杜（2）

　

第
50
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
大

学・短
大
・
事
務
局
職
員
の
部
）が
９
月
２

日
、開
成
山
大
神
宮
参
集
殿
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
。本
会
は
、本
学
園
教
職
員

の
た
め
の
研
修
大
会
で
あ
る
。７
月
31
日

に
高
校
の
部
、８
月
４
日
に
幼
稚
園
の
部

が
実
施
さ
れ
、そ
の
締
め
く
く
り
と
し
て

本
会
が
開
催
さ
れ
た
次
第
で
あ
る
。本
年

度
は
、
一
昨
年
度
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、

東
日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う

平
成
27
年
度
入
学
予
定
者
に
対
す
る
授
業
料
減
免
措
置
に
つ
い
て

郡
山
女
子
大
学

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部
へ
の

受
験
生
の
皆
さ
ま
へ

郡
山
女
子
大
学

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　  
学
長
　
関
口
　
修

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
へ
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
入
学
予
定
者
へ
の
減
免

措
置
が
左
記
の
通
り
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。こ
の
措
置
は
、

経
済
的
困
窮
に
よ
り
修
学
困
難
が
予
想

さ
れ
る
入
学
予
定
者
の
入
学
金
な
ら
び
に

学
費
を
減
免
す
る
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
の
運
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

支
援
基
準
を
確
認
し
、申
請
書
に
記
入
し

て
被
災
を
証
明
す
る
書
類
や
入
学
願
書

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。合
否
判

定
結
果
と
同
時
に
認
定
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

■
こ
れ
ら
の
問
い
合
わ
せ
先

郡
山
女
子
大
学

教
務
部
・
入
学
事
務
・
広
報
部
ま
で

TEL
０
２
４（
９
３
２
）４
８
４
８（
代
）

FAX
０
２
４（
９
３
３
）６
７
４
８

＊原則として提出書類は原本とします。提出された証明書は、後日返却いたします。

【被災種別番号（８）の具体的要件ならびに申請書添付書類】

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

被災種別
番号

授業料等
減免申請書に添付する証明書類被災内容 授業料等減免支援基準

家計支持者（家計維持者）が死亡した方、
または行方不明となっている方

入学金・授業料他（施設充実費・教育充実費を含
む）を最長で、大学生は4年間、短大生は2年間、
全額免除する。

被災による死亡または行方不明の証明書（平成
23年度交付のもの）

家計支持者（家計維持者）が失職してい
る方

授業料を7割免除する。免除期間は、再雇用され
るまでとし、最長で大学生・短大生ともに2年間
とする。

解雇通知書、勤務先等発行の失職証明書、被災
による自営業の廃業を証明する書類、自営業の
製品・農家の農産品の出荷停止等を証明する書
類など

家計支持者（家計維持者）が2名で、その
うち1名が失職している方

授業料を3割5分免除する。免除期間は、再雇用
されるまでとし、最長で大学生・短大生ともに2
年間とする。

解雇通知書、勤務先等発行の失職証明書、被災
による自営業の廃業を証明する書類、自営業の
製品・農家の農産品の出荷停止等を証明する書
類など

家計支持者（家計維持者）が長期入院し
ている方

授業料を半額免除する。免除期間は、入院期間
に応じて決定する。

被災による長期入院を示す証明書など

自宅が全壊または流出した方 入学金・授業料を全額免除する。免除期聞は、大
学生・短大生ともに1年間とする。

全壊または流出の罹災（被災）証明書（平成23
年度交付のもの）

自宅が半壊した方 入学金・授業料を半額免除する。免除期聞は、大
学生・短大生ともに1年間とする。

半壊の罹災（被災）証明書（平成23年度交付の
もの）

自宅が現在の「帰還困難区域」、「居住制
限区域」（平成23年度指定の「原発事故
警戒区域（20キロ圏内）」ならびに「計画
的避難区域」にある方

入学金・授業料を全額免除する。免除期聞は、大
学生・短大生ともに1年間とする。

原発事故被災による警戒区域・計画的避難区域
であること、および避難措置を示す証明書（平成
23年度交付のもの）など

東日本大震災により、家計支持者が学
費を支弁することに困難な所得状況で
ある方

授業料を5割ないし7割免除する。免除期間は、
家計支持者の所得が学費支弁可能となるまで
の期間とする。

平成26年度（平成25年度分）所得証明書【原本】、
または平成25年分の確定申告書控え（コピー
可・税務署の収受日付印のあるもの）

「
学
び
合
い
、教
え
合
う
学
園
へ
」と
い
う
テ

ー
マ
を
掲
げ
、各
種
の
研
修
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　

午
前
中
は
、教
員
・
事
務
局
職
員
合
同

で「
ワ
ー
ル
ド
カ
フェ
in
Ｋ
Ｇ
Ｃ
」と
題
し
た

グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
た
。「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ

ェ
」と
は
、お
茶
や
お
菓
子
を
囲
ん
だ
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
、意
見
交
換
を
行
う

新
し
い
討
議
法
で
あ
る
。途
中
メ
ン
バ
ー
を

替
え
な
が
ら
、多
様
な
意
見
に
触
れ
る
と

い
う
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。討
議
の

テ
ー
マ
は「
明
日
の
学
園
を
考
え
よ
う
」で

あ
っ
た
。多
様
な
意
見
に
触
れ
る
こ
と
で
、

教
職
員
一
同
、現
状
の
課
題
と
今
後
の
方

策
を
再
発
見
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

午
後
の
第
一
部
は
大
学
教
育
改
革
検

討
委
員
会
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ワ
ー
ク
ン

グ
グ
ル
ー
プ
の
企
画
に
よ
る「
理
想
と
す
る

“

卒
業
せ
い
か
ら
の
手
紙”

」が
実
施
さ

れ
た
。リ
ク
ル
ー
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
社
の

井
上
講
師
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
作
り
に
関
す

る
講
話
を
い
た
だ
い
た
後
、各
人
が
用
意

し
た「
理
想
と
す
る
卒
業
生
か
ら
の
手

紙
」を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
披
露
し
合
っ
た
。

互
い
の
手
紙
を
読
み
合
わ
せ
る
中
で
、各

人
が
認
識
す
る
本
学
の
良
さ
が
浮
か
び
上

が
って
き
た
。

　

午
後
の
第
二
部
は
、教
員
の
部
と
事
務

局
職
員
の
部
に
分
か
れ
、各
々
で
研
修
を

行
っ
た
。教
員
の
部
で
は
、「
栄
養
系
実
習

の
充
実
に
向
け
て
」（
岡
部
聡
子
講
師
、亀

田
明
美
講
師
、小
林
澄
枝
講
師
）、「
日
頃

の
教
育
に
お
け
る
本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
」（
桑
野
聡
准
教

授
、山
口
猛
講
師
、小
松
太
志
講
師
）と
い

う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。各
部
会

で
は
授
業
改
善
に
向
け
て
話
者
、参
加
者

を
交
え
た
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

事
務
局
職
員
の
部
で
は
、「
学
園
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に̶

補
助
金
と

大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、

「
学
園
に
お
け
る
補
助
金
の
役
割
」（
横
田

英
隆
経
理
部
長
）、「
大
学
ポ
ー
ト
レ
ー
ト

と
は
」（
加
瀬
洋
総
務
部
課
長
）と
い
う
２

つ
の
講
演
が
催
さ
れ
た
。多
く
の
事
務
局

職
員
が
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
き

入
る
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

両
部
会
の
後
、全
体
会
が
行
わ
れ
、各

部
会
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。最
後
に
学

園
長
代
理
と
し
て
影
山
彌
副
学
長
が「
学

び
合
い
と
い
う
民
主
的
精
神
の
下
、本
日

は
貴
重
な
意
見
交
換
が
で
き
た
。明
日
か

ら
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
こ
う
」と
の
講

評
が
あ
り
、本
年
度
の
研
究
会
を
締
め
括

っ
た
。

第
50
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会

「
学
び
合
い
、教
え
合
う
学
園
へ
」

和やかにグループ討議

説明する横田経理部長シンポジウムで説明する桑野准教授

「東日本大震災により、家計支持者が学資を支弁することに困難な所得状況である方」の申請には、左記１の要件を満たすことが条件となりま
す。それを証明するものとして、下記２の所得に関する書類の提出が必要です。
１．要件ならびに減免支援基準
（１）平成25年分の所得金額が４００万円以下の場合は授業料を７割免除する。
（２）平成25年分の所得金額が４００万円を超え、５００万円以下の場合は授業料を５割免除する。
　※所得金額…家計支持者（保護者）が２名の場合は２名の家計支持者（保護者）の所得の合算の提出が必要です。
２．申請書添付書類
　次の①②のいずれかを提出してください。
　家計支持者（保護者）それぞれの証明書を提出してください。
①平成26年度（平成25年分）「所得証明書」等の公的証明書（原本）
②平成25年分の確定申告書控え（コピー可・税務署の収受日付印のあるもの）
　※E-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用して確定申告した場合は、受信通知ならびに申告データをプリントアウトして提出してください。
３．申請書記入ならびに証明書についての注意
①家計支持者（保護者）とは、原則として両親を指します。父と母の２名を記入してください。
②保護者が父、母いずれか１名の場合は、その１名のみを記入し、兄や姉が家計を助けていても保護者欄に記入する必要はありません。
③両親がいない場合は両親に代って学費を支弁している保護者として、祖父と祖母、兄と姉、祖父のみ、祖母のみ、兄のみ等、２名または１名を
　記入してください。
④家計支持者（保護者）として氏名を記入した方の「所得証明書」を提出してください。収入がなかった場合でも、所得がなかったことを証明する
　ために、必ず「所得証明書」を提出してください。
⑤夫が保護者の場合は、夫１名の平成26年度（平成25年分）「所得証明書」【原本】を提出することになりますが、志願者に平成25年分の所
　得があった場合は、志願者本人の「平成26年度（平成25年分）所得証明書」【原本】も提出してください。



開成の杜（3）

　

本
学
で
は
平
成
27
年
度
入
学
者
の
選

抜
実
施
内
容
説
明
会
を
６
月
27
日
に
開

催
し
た
。本
県
は
も
と
よ
り
山
形
、岩
手
、

栃
木
な
ど
か
ら
進
学
指
導
教
諭
ら
65
人

が
参
加
し
た
。

　

関
口
修
学
長
は「
学
園
は
３
度
の
除
染

で
測
定
値
も
下
が
り
安
心
、安
全
な
キ
ャ

ン
パ
ス
に
な
っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
全
教

職
員
が
力
を
合
わ
せ
、地
域
発
展
の
た
め

努
力
す
る
」と
挨
拶
し
た
。

　

影
山
彌
減
免
委
員
会
委
員
長
が「
東

日
本
大
震
災
及
び
福
島
第
一
原
子
力
発

　

本
学
で
は
、創
立
か
ら
間
も
な
く
学
生

か
ら
の
強
い
希
望
に
よ
っ
て
制
服
を
定
め
、

こ
れ
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、大
学
生
・
短

大
生
と
も
に
清
楚
な
制
服
を
着
用
し
て

き
た
が
、こ
の
度
、学
友
会
よ
り
制
服
に
加

え
、自
由
な
服
装
を
認
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　
「
建
学
の
精
神
に
基
づ
き
、学
生
が
自

主
性
を
高
め
、自
由
な
服
装
を
す
る
こ
と

に
責
任
を
持
っ
て
学
業
に
勤
し
む
こ
と
は
、

大
切
な
こ
と
で
あ
る
」と
の
関
口
修
学
長

の
考
え
に
よ
り
、学
生
と
教
員
か
ら
な
る

「
ド
レ
ス
コ
ー
ド
委
員
会
」を
発
足
。今
後

の
服
装
の
指
針
と
な
る「
ド
レ
ス
コ
ー
ド
」

を
作
成
し
た
。　

　

な
お
、本
年
10
月
１
日
の
衣
更
え
の
日

か
ら
、こ
の「
ド
レ
ス
コ
ー
ド
」に
よ
る
服
装

と
な
る
。

※
１　

普
通
授
業
に
は
始
業
式
、終
業
式
、芸
術
鑑

賞
講
座
、教
養
講
座
を
含
む
。

※
２　

学
外
実
習
、そ
の
他
の
学
科
行
事
等
の
服
装

は
そ
の
内
容
に
よ
り
、各
学
科
専
攻
で
対
応
す
る
。

※
３　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
、も
み
じ
会
等
の
服
装
は

役
割
分
担
に
よ
り
、入
学
事
務
部
、学
生
生
活
部
な

ら
び
に
各
学
科
専
攻
で
対
応
す
る
。

※
４　

私
服
と
し
て
注
意
す
べ
き
こ
と
。

●
肌
の
露
出
の
多
い
服
装（
ノ
ー
ス
リ
ー
ブ
、衿
ぐ
り
が

大
き
く
あ
い
て
い
る
も
の
、シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ツ
、短
す
ぎ

る
ス
カ
ー
ト
）を
避
け
る
。●
安
全
性
に
欠
け
る
履
物

（
ク
ロッ
ク
ス
、ピ
ン
ヒ
ー
ル
）を
避
け
る
。

◆
募
集
人
員

【
大
学
院
】

　

本
大
学
院
は
、本
大
学
家
政
学
部
人
間

生
活
学
科
及
び
食
物
栄
養
学
科
を
基
礎

に
、人
間
生
活
学
研
究
科
人
間
生
活
学
専

攻
の
修
士
課
程（
2
年
）、さ
ら
に
博
士

（
後
期
）課
程（
3
年
）を
設
け
て
い
る
。

○
人
間
生
活
学
研
究
科

修
士
課
程
10
名（
含
昼
夜
開
講
制
）。

博
士（
後
期
）課
程
3
名
。

【
大
学
】

家
政
学
部
人
間
生
活
学
科
40
名（
生
活

総
合
コ
ー
ス
10
名
・
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

10
名
・
福
祉
コ
ー
ス
20
名
）。家
政
学
部

食
物
栄
養
学
科
80
名
。

【
大
学
3
年
次
編
入
】

　

本
大
学
で
は
、両
学
科
と
も
3
年
次
へ

の
編
入
を
認
め
て
い
る
。募
集
人
員
は
両

学
科
と
も
各
10
名
。

　

短
期
大
学
、高
等
専
門
学
校
、専
修
学

校
専
門
課
程
を
卒
業
、修
了
ま
た
は
見
込

み
が
条
件
で
あ
る
が
、同
等
以
上
の
学
力

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
も
出
願
で
き
る
。

【
短
期
大
学
部
】

家
政
科
福
祉
情
報
専
攻

家
政
科
食
物
栄
養
専
攻

平
成
27
年
度 

入
学
案
内
概
要

平
成
27
年
度
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
発
表

幼
児
教
育
学
科

生
活
芸
術
科

音
楽
科

文
化
学
科

【
専
攻
科
文
化
学
専
攻
】

　

短
期
大
学
の
専
門
教
育
の
基
礎
の
上
に
、

よ
り
専
門
的
知
識
を
体
系
的
に
学
ん
で
、

総
合
的
な
判
断
力
、豊
か
な
人
間
性
を
培

う
。大
学
評
価
・
学
位
授
与
機
構
の
審
査

を
パ
ス
す
る
と「
文
学
士
」の
学
位
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。　　
　
　
　
　
　

 

10
名

◆
選
抜
方
法

推
薦
生（
特
待
生
・
指
定
校
・
公
募
）

特
別
生（
専
門・総
合
学
科
／
高
等
専
門

140
名

20
名

30
名

40
名

40
名

120
名

10/17（金）～10/31（金）

11/14（金）～11/28（金）

1/9（金）～1/23（金）

2/17（火）～2/27（金）

11/7（金）

12/6（土）

1/31（土）

3/6（金）

10/17（金）～10/31（金） 11/8（土） 11/14（金）

11/14（金）

12/12（金）

2/6（金）

3/11（水） 3/19（木）

11/27（木）

11/27（木）

12/25（木）

第1回　2/16（月）
第2回　3/19（木）

10/17（金）～10/31（金）

11/14（金）～11/28（金）

1/9（金）～1/23（金）
2/2（月）～2/16（月）

11/7（金）

12/6（土）

1/31（土）
2/20（金）

10/17（金）～10/31（金） 11/8（土） 11/14（金）

11/14（金）

12/12（金）

2/6（金）
2/26（木）

11/27（木）

11/27（木）

12/25（木）

第1回　2/16（月）
第2回　3/19（木）
第1回　3/12（木）
第2回　3/19（木）

平成27年度　   入  学  者  選  抜  日  程

選抜方法 願書受付期間 選抜日 合否通知発送日 手続き締切日

指定校推薦生・特待生
公募推薦生Ⅰ期
特別生Ⅰ期

指定校推薦生・特待生
公募推薦生Ⅰ期
特別生Ⅰ期

高大連携生

公募推薦生Ⅱ期
特別生Ⅱ期

一般生Ⅰ期

一般生Ⅲ期※大学のみ

2/2（月）～2/16（月） 2/20（金） 2/26（木） 第1回　3/12（木）
第2回　3/19（木）一般生Ⅱ期

高大連携生

公募推薦生Ⅱ期
特別生Ⅱ期

一般生Ⅰ期
一般生Ⅱ期

大
　
　
　
学

短 

期 

大 

学 

部

―
大
学
・
短
大
合
同
説
明
会
ひ
ら
く
―

電
所
事
故
に
伴
う
平
成
27
年
度
入
学
予

定
者
に
対
す
る
新
た
な
授
業
料
等
減
免

に
つい
て
説
明
。

　

関
口
晋
入
学
事
務
部
長
代
理
が
入
試

制
度
の
変
更
点
を
、さ
ら
に
各
学
科
の
主

任
教
授
か
ら
学
科
説
明
、個
別
面
談
で
は

選
抜
形
態
に
か
か
わ
る
具
体
的
な
対
応
や

取
得
で
き
る
資
格
、就
職
状
況
に
つい
て
の

質
問
が
あ
っ
た
。同
時
に
設
営
さ
れ
た
出

身
学
生
と
の
面
談
会
場
で
は
、教
え
子
か

ら
本
学
の
授
業
や
日
常
生
活
な
ど
を
聞

き
、熱
心
に
メ
モ
し
て
い
た
。

　

平
成
27
年
度
郡
山
女
子
大
学
附
属
高

等
学
校
入
試
内
容
説
明
会
が
、９
月
12

日
、、建
学
記
念
講
堂
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
、県
内
各
中
学
校
の
進
路
指
導

関
係
の
先
生
方
が
来
校
し
た
。

　

午
後
の
５
校
時
目
の
授
業
を
公
開
授

業
と
し
、日
常
の
附
属
高
校
の
授
業
を
参

観
で
き
る
よ
う
に
し
た
た
め
、中
学
校
の

先
生
方
に
校
舎
内
を
移
動
し
な
が
ら
各

授
業
を
回
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
の
卒

業
生
が
授
業
に
参
加
す
る
姿
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
た
。ま
た
、公
開
授
業

終
了
後
は
、希
望
に
応
じ
て
卒
業
生
と
歓

談
す
る
時
間
も
設
け
、中
学
校
の
先
生
方

が
当
該
校
の
卒
業
生
と
楽
し
く
時
を
過

ご
す
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

全
体
会
は
、関
口
修
学
園
長
が
、本
学

園
の
教
育
内
容
や
新
た
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、次
い

で
、八
幡
文
明
校
長
が
、高
等
学
校
の
教

育
方
針
や
日
々
の
学
校
生
活
の
様
子
等
に

つい
て
説
明
し
た
。

　

そ
の
後
、佐
々
木
貞
子
副
校
長
よ
り
、

普
通
科
・
音
楽
科
・
美
術
科
・
食
物
科

の
学
科
紹
介
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に
つ
い

平
成
27
年
度 

入
試
内
容
説
明
会
（
附
属
高
校
）

て
の
説
明
が
な
さ
れ
、さ
ら
に
、平
成
27
年

度
入
学
者
選
考
要
項
に
つ
い
て
の
説
明
も

な
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
最
後
に
は
、山
本
正
典
高
校
事

務
室
長
よ
り
、本
校
の
授
業
料
や
奨
学
金

制
度
に
つい
て
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

平成27年度入学者選考に関する日程一覧

平成27年1月8日（木）
9日（金）

平成27年1月21日（水）
22日（木）

平成27年1月29日（木）
12：00

平成27年2月12日（木）まで

平成27年1月8日（木）
9日（金）

平成27年1月22日（木）

平成27年1月29日（木）
12：00

第1次手続き
平成27年2月12日（木）まで
第2次手続き
平成27年3月17日（火）まで

平
成
27
年
度
か
ら
自
由
服
導
入

コード

A

B

場  合

式典、入学式
卒業式等

普通授業 制服または私服

制服（正装）
または黒・紺・グレー

のスーツ
※卒業式では卒業生は着物・袴も可

服装の内容

／
専
修
学
校
／
社
会
人
／
高
認
合
格
者

／
外
国
人
留
学
生
／
帰
国
子
女
）

高
大
連
携
生（
本
附
属
高
校
生
）

A
O
生（
自
己
推
薦
）

一
般
生（
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
併
用
可
）

◆
選
抜
日
程（
別
項
参
照
）

◆
A
O
生
選
抜
日
程　

Ⅰ
期・Ⅱ
期
募
集

終
了
。Ⅲ
期
は
短
大
の
み
実
施
し
ま
す
。

■
短
大　

家
政
科　

福
祉
情
報
専
攻

　
　
　
　

家
政
科　

食
物
栄
養
専
攻

　
　
　
　

幼
児
教
育
学
科
・
生
活
芸
術

　
　
　
　

科
・
音
楽
科
・
文
化
学
科

　
エン
ト
リ
ー
期
間　

 

2
／
13（
金
）〜

　
　
　
　
　
　
　

 　
2
／
27（
金
）

　

面
接
日　
　
　
　

3
／
6（
金
）

　

合
否
通
知
発
送
日 

3
／
11（
水
）

＊
詳
し
く
は
教
務
部
か
入
学
事
務
・
広

報
部
ま
で

　

す
べ
て
の
説
明
終
了
後
に
は
、質
疑
応

答
の
時
間
を
設
け
、中
学
校
の
先
生
方
か

ら
、推
薦
生
選
考
の
出
願
基
準
や
調
査
書

の
記
入
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
質
問
が
出

さ
れ
、高
校
側
が
そ
れ
ぞ
れ
の
質
問
に
丁

寧
に
答
え
た
後
、説
明
会
を
終
了
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
を
通
し
て
、本
校
が
女

子
校
と
し
て
の
伝
統
を
継
承
し
な
が
ら
、

今
新
た
に
短
大
・
退
学
への
進
学
を
前
提

と
し
た
基
礎
的
な
学
力
保
証
に
取
り
組

み
、学
習
活
動
と
部
活
動
の
両
立
を
図
り
、

活
力
あ
る
学
校
へ
と
進
化
し
て
い
る
こ
と

が
ご
理
解
い
た
だ
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

中
高
の
さ
ら
な
る
連
携
強
化
に
努
め
た
い
。

ドレスコード（服装規定）



開成の杜（5） 開成の杜（4）

オープンキャンパスのオリエンテーション

　

本
学
へ
進
学
を
希
望
す
る
高
校
生
と
保
護
者
、

高
校
教
員
を
対
象
と
し
た
平
成
26
年
度
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
６
月
15
日
、７
月
12
日
、９
月
７
日

の
３
日
間
開
催
さ
れ
た
。３
日
間
で
東
北
各
県
や
栃

木
な
ど
か
ら
１
１
０
０
人
が
参
加
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
関
口
学
長
が
建
学
の

精
神
や
女
子
高
等
教
育
へ
の
情
熱
な
ど
を
語
り
、

本
学
の
人
間
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
た
。各
科
が
実

施
し
た
当
日
の
模
様
を
紹
介
す
る
。

特集特集 私たちの学園 郡山女子大学大学院
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部学問を通し、女性の生き方を考える。

未来に向けた学びの一歩

本学の魅力にふれる
「オープンキャンパス」開催

　

今
年
度
の
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
６

月
16
日
、建
学
記
念
講
堂
で
開
か
れ
た
。

合
唱
を
通
し
て
校
内
の
融
和
を
図
る
こ

と
が
目
的
で
、12
学
級
が
参
加
し
た
。コ
ン

ク
ー
ル
で
見
事
１
位
に
輝
い
た
の
は
２
年

３
組
。「
今
、咲
き
誇
る
花
た
ち
よ
」で
美

し
く
柔
ら
か
いハ
ー
モ
ニ
ー
を
聞
か
せ
て
く

れ
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。

▽
学
校
長
賞　

２
年
３
組

　

金　
　

賞　

３
年
２
組

　

優
良
賞　

３
年
１
組

 　
　

〃　
　

  

２
年
食
物

 　
　

〃　
　

  

１
年
２
組

附
属
高
校 

学
校
見
学
会 

開
催

第
40
回
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

２
年
３
組
が
学
校
長
賞

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

第
１
位　
３
年
１
組

　

第
２
位　
３
年
２
組

　

第
３
位　
１
年
食
物

▼
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

第
１
位　
３
年
３
組

　

第
２
位　
１
年
２
組
Ａ

　

第
３
位　
１
年
１
組
Ａ

▼
卓
球

　

第
１
位　
２
年
２
組

校
内
球
技
大
会
・
３
種
目
で

熱
戦
を
展
開

平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校

選
手
権
大
会

平
成
26
年
度

全
国
高
等
学
校
選
手
権
大
会　

県
高
等
学
校
体
育
大
会

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

２
回
戦　

２
‐
０　

い
わ
き
光
洋

　

準
決
勝　

２
‐
０　

橘

　

決　

勝　

２
‐
０　

磐
城
一

＊
３
年
ぶ
り
16
度
目
の
優
勝

＊
全
国
大
会
出
場

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
予
選
グ
ル
ー
プ
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
０
‐
２
高
松
南

（
敗
者
復
活
戦
へ
）

▽
敗
者
復
活
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
２
‐
０
関
商
工

▽
女
子
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
０
‐
２
郡
城
商

第
24
回
東
北
私
立
高
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

▽
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
２
‐
０
秋
田
和
洋

▽
同
２
回
戦

　

郡
山
女
子
大
附
属
２
‐
１
磐
城
一

▽
同
準
決
勝

　

郡
山
女
子
大
附
属
０
‐
２
古
川
学
園

＊
３
月
23
日
に
開
幕
す
る
第
20
回
全
国

私
立
高
校
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
（
さ
く
ら
バ
レ
ー
）
に
出
場
す
る
。

第
67
回
県
総
体
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

競
技　
初
優
勝
を
飾
る

【
少
年
女
子
】

▽
１
回
戦　

郡
山
女
子
大
附
属
26
‐
13
い
わ
き
総
合

▽
準
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属
24
‐
14
郡
山
東

▽
決
勝

郡
山
女
子
大
附
属
20
‐
18
光
南

＊
柴
崎　

加
奈（
２
年
）・
鈴
木 

姫
ら
ら

（
１
年
）福
島
県
選
抜
選
手
と
し
て
東
北

大
会
に
出
場

第
68
回
県
総
合
美
術
展
覧
会

▽
洋
画
の
部

入
選　

　

今
井　

千
尋
・
佐
々
木　

里
佳
子
・

　

杉
山　

萌
（
短
大
・
生
芸
２
年
）

▽
彫
刻
の
部

福
島
県
立
美
術
館
長
賞

　

黒
沼　

令
（
短
大
・
生
芸
講
師
）

入
選　

　

高
橋　

紗
羅
（
短
大
・
生
芸
１
年
）

▽
工
芸
美
術
の
部

第
60
回
福
島
県
水
彩
展

▽
入
選

　

冠
木　

美
音
・
坂
本　

し
の
・

　

佐
藤　

睦
美
・
佐
藤　

弥
生
・

　

橋
本　

成
美
・
三
浦　

悠
・

　

緑
川　

千
鶴
・
宗
形　

有
紗

　
（
短
大
・
生
芸
１
年
）

　

石
國　

巳
慧
・
杉
山　

萌

　
（
短
大
・
生
芸
２
年
）

第
18
回
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

▽
京
都
市
芸
術
文
化
協
会
理
事
長
賞

　

森　

友
佳
（
附
属
高
校
３
年
）

▽
美
し
い
キ
モ
ノ
賞

　

阿
部　

か
ん
な
（
附
属
高
校
３
年
）

▽
銀
賞

　

渡
部　

優
香
（
附
属
高
校
３
年
）

　

秡
川　

真
里
奈
（
附
属
高
校
２
年
）

▽
入
選

　

柳
沼　

実
樹
（
附
属
高
校
２
年
）

「
ご
み
を
な
く
そ
う
！
ぼ
く・

わ
た
し
の
提
言
」生
ご
み
減
量
！

減
る
し
ぃ
レ
シ
ピ
コ
ン
ク
ー
ル

▽
最
優
秀
賞

　

あ
ん
か
け
海
老
団
子
と
海
老
ダ
シ
野

菜
ス
ー
プ

短
大
・
食
物
栄
養
専
攻

　

菅
野　

伶
奈（
２
年
）

　

千
葉　

薫（
２
年
）

　

前
田　

な
つ
き（
２
年
）

第
69
回
国
民
体
育
大
会

（
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
大
会
）出
場

▼
新
体
操
競
技

　

星　

麻
利
有
（
附
属
高
校
３
年
）

　

海
野　

由
里
愛
（
附
属
高
校
３
年
）

　

矢
作　

あ
か
り
（
附
属
高
校
３
年
）

　

高
橋　

結
花
（
附
属
高
校
２
年
）

　

星　
　

愛
梨
（
附
属
高
校
１
年
）

大
学
・
人
間
生
活
学
科
主
催

市
民
講
座
に
多
数
が
参
加

　

大
学
家
政
学
部
人
間
生
活
学
科
主
催

の
市
民
講
座「
暮
ら
し
の
１
ペ
ー
ジ
」が
７

月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
。生
活
総
合
コ
ー

ス
の
武
井
玲
子
教
授
が「
環
境
に
や
さ
し

い
衣
生
活
」、福
祉
コ
ー
ス
の
渡
邊
英
勝
講

師
が「
地
域
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
そ

の
基
本
的
視
点
〜
」、建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ス
の
山
形
敏
明
教
授
が「
快
適
な
住
生

活
」と
題
し
て
講
演
。会
場
に
は
多
く
の

市
民
や
学
生
が
詰
め
か
け
、メ
モ
を
取
る

な
ど
熱
心
に
聞
き
入
って
い
た
。

本校の1・2年生と自由に交流

●
大
学
／
人
間
生
活
学
科

　
「
生
活
総
合
コ
ー
ス
」「
福
祉
コ
ー
ス
」

「
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
」の
３
コ
ー
ス
が
担

当
教
員
か
ら
説
明
さ
れ
た
。界
面
活
性
剤

実
験
、介
護
体
験
、建
築
模
型
制
作
な
ど

熱
心
に
見
学
し
た
。

　

附
属
高
校
の
平
成
26
年
度「
学
校
見
学

会
」が
、７
月
21
日
、27
日
の
２
度
に
わ
た
っ

て
開
催
さ
れ
、郡
山
市
内
は
も
と
よ
り
県

内
各
中
学
校
か
ら
中
学
生
、教
員
、保
護

者
、合
わ
せ
て
４
４
６
名
が
本
校
を
訪
れ
た
。

　

全
体
会
は
建
学
記
念
講
堂
小
ホ
ー
ル
に

お
い
て
行
わ
れ
、放
送
部
員
松
本
み
さ
と
、

上
遠
野
も
も
の
楽
し
く
親
し
み
や
す
い
進

行
で
進
め
ら
れ
た
。最
初
に
八
幡
文
明
校

長
よ
り
歓
迎
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
、そ
の
後
、

ビ
デ
オ
に
よ
る
学
校
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、馬
場
美
樹
生
徒
会
長
の
歓
迎
の

挨
拶
が
あ
り
、引
き
続
い
て
各
学
科
生
徒

3年ぶり12回目の出場

　

今
年
度
は
地
元
の
ジ
ュニ
ア
体
操
ク
ラ
ブ

出
身
の
４
名
、会
津
若
松
よ
り
１
名
が
加

わ
っ
て
の
チ
ー
ム
と
な
り
、「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
上
位
入
賞
」を
目
標
に
練
習
し
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、５
月
の
県
大
会
で
団
体

競
技
で
４
年
連
続
13
回
目
の
県
大
会
優

勝
、個
人
競
技
で
は
３
年
連
続
の
優
勝
を

果
た
し
、両
競
技
で
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
への
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、今
年
度
も「
ノ
ー
ミ
ス

で
上
位
入
賞
！
」を
目
標
に
臨
み
、今
で

き
る
技
術
を
出
し
切
っ
た
も
の
の
、団
体

33
位
、個
人
28
位
と
い
う
結
果
と
な
り
ま

し
た
。全
国
大
会
で

は
、選
手
一
人
ひ
と

り
の
諦
め
な
い
心
、

集
中
力
の
強
さ
を

改
め
て
感
じ
ま
し

た
の
で
、連
続
出
場

目
指
し
心
身
共
に

努
力
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会（
南
関
東
総
体
）が
東
京
都
を
中
心
に
開

催
さ
れ
、附
属
高
校
新
体
操
部
が
４
年
連
続

13
回
目
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
３
年
ぶ
り
12

回
目
の
出
場
。マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
が
第

38
回
全
国
総
合
文
化
祭（
い
ば
ら
き
総
文
）に

出
場
し
た
。ま
た
弓
道
部
も
福
岡
県
久
留
米

市
で
開
催
さ
れ
た
第
16
回
紫
灘
旗
全
国
高

等
学
校
遠
的
弓
道
大
会
に
出
場
し
た
。

新
体
操
部

　

参
加
の
高
校
生
に
は
短
大
・
食
物
栄

養
専
攻
の
学
生
と
教
員
が
心
を
込
め
て

考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ「
カ
ラ
フ
ル
夏

野
菜
カ
レ
ー
」が
、保
護
者
に
は「
天
の
川

冷
や
し
う
ど
ん
」が
提
供
さ
れ
た
。

　

疲
労
回
復
に
効
果
が
あ
る
カ
ロ
テ
ン
や

ビ
タ
ミ
ン
類
が
多
く
含
ま
れ
た「
夏
野
菜

カ
レ
ー
」は
大
好
評
だ
っ
た
。

昼
食
が
大
好
評

　

今
年
も
短
大
・
音
楽
科
に
よ
る
ミ
ニコ
ン

サ
ー
ト
と
、幼
児
教
育
学
科
の
ハン
ド
ベル
演

奏
が
行
わ
れ
た
。在
学
生
に
よ
る
歓
迎
の
セ

レ
モ
ニ
ー
に
参
加
者
た
ち
は
喜
ん
で
い
た
。

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
で
歓
迎

　

今
年
も
県
内
外
か
ら
無
料
送
迎
バ
ス
が

運
行
さ
れ
た
。「
福
島
・
二
本
松
・
本
宮
」

「
白
河
・
矢
吹
・
須
賀
川
」「
小
野
・
船

引
・
三
春
」「
喜
多
方
・
会
津
若
松
・
猪

苗
代
」「
棚
倉
・
石
川
」「
米
沢
」「
西
那
須

野
・
黒
磯
」の
７
コ
ー
ス
で
、延
べ
２
７
２
人

が
利
用
し
た
。

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

　
３
年
ぶ
り
12
回
目
の
出
場
を
果
た
し
た

全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、常
に
ベ
ス
ト
を

尽
く
し
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
一

試
合
で
も
多
く
勝
ち
進
む
た
め
万
全
の

態
勢
を
整
え
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。予

選
グ
ル
ー
プ
戦
は
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、敗
者
復
活
戦
で
勝
利
し
、翌
日
の
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
進
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
は
残
念

な
が
ら
、１
回
戦

敗
退
と
い
う
結

果
で
し
た
が
、今

大
会
を
通
し
て

全
国
の
レ
ベ
ル
を

知
る
と
共
に
自

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　
８
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
福
岡
県

久
留
米
市
で
行
わ
れ
た
第
16
回
紫
灘
旗

全
国
高
校
遠
的
弓
道
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。こ
の
大
会
は
、遠
的
競
技
の
団
体
戦

で
３
人
１
組
で
行
わ
れ
ま
す
。60ｍ
先
に
あ

る
的
に
中
て
る
競
技
で
、３
人
の
的
中
数

で
勝
敗
が
決
ま
り
ま
す
。目
標
は
上
位
８

チ
ー
ム
で
行
わ
れ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

進
出
で
し
た
が
、団
体
戦
で
の
全
国
大
会

初
出
場
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、思
う
よ
う

な
結
果
が
出
ず
に
予
選
敗
退
で
し
た
。

　

全
国
の
壁
は
厚

く
、自
分
た
ち
の

未
熟
さ
に
気
付
か

さ
れ
ま
し
た
が
、

今
大
会
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
せ
る

よ
う
に
新
人
戦
に

向
け
、練
習
に
励

ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

弓
道
部

　

今
回「
尊
敬
」を
テ
ー
マ
に
シ
ョ
ー
を
構

成
し
、「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」と
も
呼

ば
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
文
祭
に
出
場

し
て
き
ま
し
た
。

　

１
年
生
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
大
き
な

大
会
、２
、３
年
生
に
と
っ
て
も
全
国
の
強

豪
が
集
う
舞
台
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、部

員
全
員
が
大
変
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、「
自
分
た
ち
ら
し
く
」を
合
言
葉
に

堂
々
と
演
奏
演
技
し
、大
き
な
声
援
と
拍

手
を
い
た
だ
い
た

こ
と
は
、私
た
ち

に
大
き
な
力
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
想
い
を
胸
に
、

多
く
の
方
々
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で

マ
ー
チ
ン
グ
が
で
き

る
こ
と
に
感
謝
し

な
が
ら
、今
後
も

よ
り
一
層
努
力
し

て
い
き
ま
す
。ま

た
、常
に
笑
顔
を

忘
れ
ず
、一
歩
一

歩
前
進
し
て
い
き

ま
す
。

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
部

代
表（
普
通
科
坪
井
つ
な
み
、音
楽
科
増
子

千
晶
、美
術
科
阿
部
か
ん
な
、食
物
科
石

井
千
遥
）に
よ
る
各
科
の
説
明
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
体
験
を
踏
ま
え
た
個
性
溢
れ
る
内
容

で
、ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が
ら
行
わ
れ
た
。

　

全
体
会
終
了
後
、参
加
者
は
希
望
に
応

じ
て
施
設
見
学
、授
業
体
験
の
各
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
附
属
高
校
の
活
動
を
体
験
し

た
。特
に
音
楽
科
、美
術
科
、食
物
科
の
体

験
で
は
、実
習
や
実
技
を
通
し
て
高
校
の

授
業
の
一
端
を
身
体
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、中
学
生
は
満
足
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

ま
た
、午
後
か
ら
行
わ
れ
た
希
望
者
に
よ

る
部
活
動
体
験
で
は
、実
際
に
高
校
生
と

共
に
練
習
に
参
加
し
て
高
校
生
の
部
活
動

の
レ
ベ
ル
を
体
感
し
、そ
の
力
あ
ふ
れ
る
演

技
や
動
き
に
圧
倒
さ
れ
る
様
子
が
見
ら
れ

た
。

　

ま
た
、交
流
会
会
場
で
は
、本
校
の
１
・

２
年
生
生
徒
数
名
と
参
加
中
学
生
が
高

校
の
生
活
全
般
を
話
題
と
し
て
自
由
に
交

流
し
合
い
、中
学
生
は
他
で
は
聞
き
難
い

様
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、満
足

し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　
こ
れ
ら
の
様
々
な
体
験
が
、中
学
生
の
進

路
選
択
に
つ
な
が
って
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

全
国
大
会
に
出
場

1位に輝いた2年3組

熱い闘いを展開

人
　
事

実験を興味深く見学

●
大
学
／
食
物
栄
養
学
科

　

健
康
を“

食”

か
ら
考
え
る
管
理
栄
養

士
の
仕
事
を
紹
介
。国
家
試
験
の
合
格
率

や
、勉
強
の
方
法
な
ど
に
つい
て
も
熱
心
に

質
問
し
て
い
た
。

管理栄養士の仕事とは

●
短
大
／
福
祉
情
報
専
攻

　
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
」

「
マ
イ
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
染
め
よ
う
」「
ス
マ
ホ
と

パ
ソ
コ
ン
を
楽
し
く
学
ぼ
う
」「
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
よ
う
」の
模
擬
授
業
を

体
験
し
た
。

模擬授業を体験

●
短
大
／
幼
児
教
育
学
科

　

歌
・
リ
ズ
ム
遊

び
体
験
、造
形
体

験（
新
聞
紙
を
使

っ
た
遊
び
体
験
）、

動
き
・
ダ
ン
ス
体

験
、保
育
と
心
理

学（
子
供
の
絵
を

観
て
心
を
理
解
す

る
体
験
）な
ど
を

真
剣
に
学
ん
だ
。

歌やリズム遊びを体験

●
短
大
／
食
物
栄
養
専
攻

　

糖
尿
病
食
の
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
デ
ザ
ー
ト

や
腎
機
能
に
合
わ
せ
た
食
事
、鉄
欠
乏
性

貧
血
の
食
事
、食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
応
し

た
お
菓
子
な
ど
を
試
食
し
た
。

糖尿病食などを作る

●
短
大
／
音
楽
科

　

ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・
ソ
ル

フェー
ジ
ュ
な
ど
の
授
業
を
体
験
し
た
。

ピアノの個人レッスンを体験

みごとな歌声を披露する短大・音楽科

団体戦初出場の弓道部自分たちらしい演奏演技を

　

第
２
位　
１
年
１
組

　

第
３
位　
１
年
食
物
Ａ

　
　
　
　
　
３
年
食
物
Ｂ

●
短
大
／
文
化
学
科

　

「
東
北
文

化
の
こ
こ
ろ

と
か
た
ち
」
。

考
古
学
、
宗

教
学
、
西
洋

史
の
視
点
か

ら
東
北
地
方

の
文
化
の
多

様
性
を
学
ん

だ
。

東北地方の文化を学ぶ

●
短
大
／
生
活
芸
術
科

　

絵
画
・
彫

刻
・
デ
ザ
イ

ン
・
Ｃ
Ｇ
な

ど
の
実
習
室

を
在
学
生
と

一
緒
に
希
望

の
コ
ー
ス
を

見
学
し
た
。

実習室を見学

次
回
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

【
お
知
ら
せ
】

　

郡
山
駅
か
ら
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、

県
内
外
発
着
の
無
料
送
迎
バ
ス
の
運

行
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

10
月
４
日
㊏・５
日
㊐

（
も
み
じ
会
開
催
中
）

文
教
大
学
教
育
学
部
学
校
教

育
課
程

体
育
専
修
卒

所
属
＝
入
学
事
務・広
報
部

﹇
新
採
用
﹈

（
7
月
１
日
付
）

吉
見
　
求

よ
し 

み
　 

も
と
む

4年連続13回目出場の新体操部

分
達
が
勝
ち
抜
い
て
い
く
た
め
の
課
題
を

多
く
見
つ
け
た
の
で
、こ
れ
か
ら
も
福
島
に

多
く
の
感
動
と
元
気
を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、

練
習
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

し　

た
ん　

き

入
選　

　

遠
藤　

若
葉
（
短
大
・
生
芸
２
年
）



開成の杜（6）

学
校

法
人

郡
山
開
成
学
園

平
成
25
年
度
　
事
業
報
告

表① 院生・学生・生徒・園児在籍総数【1,248人 ： 昨年比202名減】 学則等収容定員【2,519人】  単位：名

表② 教職員 223名【教育職員154名　事務職員69名】

10
3
13

2
／
2

0
／
0

2
1
3

20
9
29

／
0
0

／
0
0

／
1
1

40
80
120

10
10
20

12
59
71

57
257
314

180
340
520

8
40
48

17
75
92

20
83
103

240
20
20
40
320

56
8
13
33
110

720
60
60
120
960

62
 4
 8
21
95

99
4
17
35
155

40
120
140
20
30
40
390

10

13
14
22
49

13
13
18
44

26
27
40
93

25
 4
 2
31

40
80
80
200

2 3 5 30

80
240
280
40
60
80
780

14
50
64

123
10
8
24
229

13
54
67

132
12
10
23
244

27
104
131

255
22
18
47
473

217
16
38
   89
360

☆福島学習センター出向職員　5名　☆時間雇用職員　7名

学校別 教員数
郡山女子大学
郡山女子大学短期大学部
郡山女子大学附属高等学校
郡山女子大学附属幼稚園

　　41名
    55名
    50名
     8名
 154名

職員数
　　21名
    39名
   　8名
     1名
    69名

非常勤講師
    29名
    50名
    18名
4名

   101名

合計
　91名
 144名
 76名
  13名
 324名計

24

学科名

学科名

学科名

幼児教育学科

一
、法
人
の
概
要

（1）
建
学
の
精
神

　

本
学
園
は
、建
学
の
精
神「
尊
敬
」「
責

任
」「
自
由
」を
教
育
目
標
と
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、お
互
い
の
個
性
を
尊
重
し
、敬

愛
で
き
る
豊
か
な
人
柄
を
創
り
他
者
に
お

い
て
そ
れ
を
認
め
る
こ
と
、そ
し
て
、人
間
と

し
て
存
在
す
る
た
め
に
は
、責
任
あ
る
行
動

で
社
会
へ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
。つ
ま
り
、個

性
を
重
視
し
、互
い
に
理
解
す
る「
個
の
確

立
」と「
他
と
の
協
調
」を
も
っ
て
、自
主
・

自
立
で
き
る
女
性
と
し
て
の
人
間
育
成
を

図
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

（2）
学
校
法
人
の
沿
革

○
法
人
名　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

（
創
立
昭
和
22
年
4
月
22
日
）

○
所
在
地　

福
島
県
郡
山
市
開
成
三
丁

目
25
番
2
号　

○
代
表
者　

理
事
長　

関
口  

修

○
設
置
学
校
名

郡
山
女
子
大
学
大
学
院

開
設
：
修
士
課
程
平
成
4
年
4
月

　
　
　

博
士
課
程
平
成
8
年
4
月

郡
山
女
子
大
学

開
設
：
昭
和
41
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

開
設
：
昭
和
25
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

開
設
：
昭
和
32
年
4
月

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

開
設
：
昭
和
30
年
4
月

○
学
校
長
名

郡
山
女
子
大
学

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

学
長　

関
口　

修

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学
校

校
長　

八
幡　

文
明

郡
山
女
子
大
学
附
属
幼
稚
園

園
長　

賀
門　

康
博

（３）
学
校・学
部・学
科
等
の
入
学
定
員
、学
生

数
の
状
況（
平
成
25
年
5
月
1
日
現
在
）

学
生
数
の
状
況

在
籍
総
数

学
則
等
収
容
定
員

○
在
籍
数
一
覧　

表
①
参
照

（４）
役
員
・
教
職
員

　

理
事
10
人
・
監
事
２
人
・
評
議
員
22
人

※
理
事
会
・
評
議
員
会

理
事
会
4
回
開
催
、評
議
員
会
2
回
開
催
、

監
事
監
査
１
回
実
施
、会
計
士
監
査
4
回

（5）
教
職
員　

表
②
参
照

二
、事
業
の
概
要（
当
該
年
度
）

　

本
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る「
尊
敬
・

責
任
・
自
由
」と
学
園
の
基
本
方
針
で
あ

る「
品
位
高
尚
」「
秩
序
倹
約
」「
創
造
自

立
」を
元
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
、部
署
に
お

い
て
計
画
し
た
教
育
・
運
営
に
関
す
る
事

項
を
実
施
し
た
。

※
教
育
等
実
施
内
容

各
部
署
毎
に
年
度
当
初
に
立
て
た
計
画
に

基
づ
き
、計
画（
Ｐ
ｌａｎ
）、実
施（
Ｄｏ
）、評

価（
Ｃ
ｈｅｃ
ｋ
）改
善（
Ａｃ
ｔ
）の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
従
い
、教
育
活
動
並
び
に
事
務

活
動
を
行
っ
た
。

（1）
法
人
関
係
で
実
施
し
た
主
な
事
業

・
新
任
式
･
年
度
当
初
学
園
全
体
職
員
会

・
学
園
創
立
67
周
年
記
念
式
典

・
平
成
25
年
度
郡
山
開
成
学
園
家
族
会
総
会

・
家
族
会
役
員
・
常
任
委
員
合
同
委
員
会

・
方
部
別
教
育
懇
談
会

・
第
67
回
も
み
じ
会

・
平
成
26
年
度
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

会
場
校

（２）
大
学
院
・
大
学
・
短
大
で
実
施
し
た
主

な
事
業

・
大
学
院
第
21
回
、大
学
第
48
回
、短
大
第

64
回
、専
攻
科
第
14
回
入
学
式

・
第
１
回
〜
第
３
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

・
平
成
26
年
度
大
学・短
大
入
学
者
選
抜

実
施
内
容
及
び
教
育
内
容
等
説
明
会

・
Ｋ
Ｇ
Ｃ
サ
マ
ー
リ
フ
レッ
シュプ
ロ
グ
ラ
ム

【
教
員
免
許
更
新
講
習
会
】

・
Ａ
Ｏ
生
Ⅰ
期
〜
Ⅲ
期
選
抜
実
施

・
大
学
３
年
編
入
Ⅰ
期
〜
Ⅲ
期
選
抜
実
施

・
大
学・短
大「
高
大
連
携
生
」選
抜
実
施

・
大
学・短
大「
特
待
生・指
定
校
生・公
募

推
薦
生
Ⅰ
期・特
別
生
Ⅰ
期
」選
抜
実
施

・
大
学・短
大「
公
募
推
薦
生
Ⅱ
期・特
別

生
Ⅱ
期・専
攻
科
Ⅰ
期
」選
抜
実
施

・
大
学・短
大
「
一
般
生
Ⅰ

期
〜
Ⅱ
期・大
学
３
年
編
入

Ⅱ
期
〜
Ⅲ
期
、専
攻
科
Ⅱ

期
」選
抜
実
施

・
春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス 

・
大
学
第
45
回
、短
大
第

63
回
、専
攻
科
第
13
回
卒

業
式

○
そ
の
他

主
任・大
学・短
大
教
授
会・

研
究
科
委
員
会（
月
１
回
）、

入
試
判
定
委
員
会
、学
生

生
活
委
員
会
、就
職
対
策

委
員
会・担
当
者
会
議
、期
末
試
験
、教
育

実
習
、定
期
演
奏
会
、卒
業
研
究
発
表
、健

康
診
断
、学
生
相
談
、教
育
課
程
体
験
事
前

指
導
な
ど 

※
平
成
25
年
度
卒
業
者
就
職
状
況

【
大
学
】卒
業
者
数 

98
人　

就
職
希
望
者 

93
人　

就
職
決
定
者
数 

92
人（
就
職
率
99

％
）

【
短
大
】卒
業
者
数
２
３
４
人　

就
職
希
望

者
２
０
３
人　

就
職
決
定
者
数
２
０
０
人

（
就
職
率 

99
％
）

（３）
附
属
高
等
学
校

　
「
私
を
創
る
―
未
来
の
私
を
考
え
て
―
」

と
い
う
努
力
目
標
を
掲
げ
、生
徒
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
目
標
設
定
し
、高
校
生
活

を
よ
り
有
意
義
に
送
る
為
に
、生
徒
の
自
己

啓
発
と
自
発
性
を
育
成
す
る
と
い
う
観
点

か
ら
、全
教
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

だ
。教
師
自
身
も
、各
学
科・教
科
や
各
部

署・学
年
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、努
力
目
標

を
設
定
し
、そ
の
目
標
実
現
の
た
め
に
充
分

に
努
力
し
た
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業　

・
附
属
高
等
学
校
第
57
回
入
学
式

・
体
験
入
学

・
第
49
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会（
高
校

の
部
）

・
教
育
内
容
説
明
会（
教
員
64
名
）

・
修
学
旅
行（
第
２
学
年
）

・
入
試
内
容
等
説
明
会（
３
回
）

・
特
待
生・推
薦
生
選
考
会

・
学
力
生
選
考
会

・
附
属
高
等
学
校
第
55
回
卒
業
式

・
新
入
生
説
明
会

○
そ
の
他

職
員
会
議
・
運
営
委
員
会（
月
１
回
開
催
）、

教
育
実
習
、進
学
相
談
会
、考
査（
前
期
中

間
、前
期
末
、後
期
中
間
、後
期
末
、追
、再
、

音
楽
科
実
技
等
）、実
力
テ
ス
ト
、集
会
・

表
彰
伝
達
式
・
壮
行
会
、交
通
安
全
教
室
、

列
車
通
学
者
指
導
、自
転
車
点
検
、健
康
診

断
、単
票
・
一
覧
票
提
出
、校
内
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
、校
内
球
技
大
会
、定
期
演
奏
会
、卒

業
発
表
会
、卒
業
作
品
展
な
ど

（4）
附
属
幼
稚
園　

　

本
園
は
、「
よ
く
み
る
、よ
く
き
く
、よ
く

か
ん
が
え
て
」を
教
育
目
標
と
し
て
、教
職

員
全
員
が
一
丸
と
な
って
、園
児
一
人
ひ
と

り
に
き
め
細
か
い
保
育
と
基
本
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
集
団
で

の
遊
び
に
も
力
を
入
れ
て
保
育
を
行
っ
た
。

　

特
に
、園
児
の
事
故
を
な
く
す
こ
と
に
努

め
、生
活
指
導
に
力
を
入
れ
、安
全
管
理
に

心
が
け
生
活
習
慣
の
形
成
の
徹
底
を
図
る

こ
と
、園
児
一
人
ひ
と
り
へ
の
気
配
り
を
良

く
す
る
こ
と
、教
師
間
の
連
携
を
十
分
に
図

る
こ
と
に
努
力
し
た
。

　

延
長
保
育
は
、仕
事
や
家
事
都
合
等
で

利
用
す
る
家
庭
も
多
く
、家
庭
的
な
雰
囲

気
の
中
で
保
育
が
進
め
ら
れ
た
。

○
実
施
し
た
主
な
事
業

・
附
属
幼
稚
園
第
59
回
入
園
式 

・
創
立
記
念
日
の
お
集
ま
り

・
第
49
回
学
園
教
育
充
実
研
究
会

・
附
属
幼
稚
園
運
動
会

・
平
成
26
年
度
入
園
面
接

・
１
日
入
園

・
附
属
幼
稚
園
第
59
回
卒
園
式

○
そ
の
他
の
実
施
内
容

春
･
秋
の
遠
足
、保
育
参
観
、お
泊
り
保
育
、

預
り
保
育
、延
長
保
育
、夏
期
保
育
、七
五

三
、ぼ
く
と
わ
た
し
の
さ
く
ひ
ん
て
ん
、ク
リ

ス
マ
ス
会
、お
も
ち
つ
き
、節
分
の
お
あ
つ
ま

り
、お
別
れ
会
食
、親
子
パ
ー
テ
ィ
ー
、発
表

会
、園
庭
整
備
、父
母
の
講
座
、Ｋ
Ｇ
Ｃ
マ
ミ

ー
ク
ラ
ブ
、父
母
会
総
会
、避
難
訓
練
な
ど

（5）
家
庭
寮（
新
入
寮
生
25
名
）

・
新
入
寮
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョン
、リ
ー
ダ

ー
会
議（
月
１
回
開
催
）、入
寮
生
歓
迎
会
、

お
食
事
会
、七
夕
会
、い
も
に
会
、ク
リ
ス
マ

ス
会
、避
難
訓
練
等

（6）
大
学
図
書
館（
高
校
分
館
を
含
む
）

・
本
学
図
書
館
高
大
連
携
打
合
せ
会

・
運
営
委
員
会・蔵
書
点
検

（7）
保
健
室

・
定
期
健
康
診
断
実
施（
大
学・短
大
生
、

高
校
生
、幼
稚
園
児
、教
職
員
）

（8）
学
園
創
立
者
関
口
育
英
奨
学
生
の
採
用

・
平
成
25
年
度　

大
学
生
10
名
、短
大
生

10
名
、高
校
生
4
名　

計
24
名

（9）
学
生
・
生
徒
・
園
児
募
集

・
進
学
相
談
会（
会
場
形
式
18
回
）

・
高
等
学
校
訪
問（
延
べ
4
7
8
校
）　 

・
中
学
校
訪
問（
延
べ
1
0
3
校
）

・
園
児
募
集（
パ
ン
フ
レッ
ト
）

（10）
部
活
動
及
び
応
募
等
の
全
国
大
会
出
場

・
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校
選
手

権
大
会
出
場・25
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
出
場
：
新
体
操
部・第
60
回

全
国
高
等
学
校
剣
道
大
会
女
子
個
人
出

場・第
60
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
等
学
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
、朗
読
部
門

出
場・第
37
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
出
場
：
放
送
部・第
41
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド・カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
全
国
大
会
銅
賞・第
13

回
マ
ー
チ
ン
グ
ス
テ
ー
ジ
全
国
大
会
優
秀
賞・

第
７
回
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

大
会
銅
賞
：
音
楽
部・第
17
回
全
国
き
も

の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
：
滋
賀
県
知
事
賞
、

金
賞・イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
４
全
国
大
会
つ
ゆ

め
ん
優
秀
賞・第
３
回
安
達
峰
一
郎
記
念

世
界
平
和
弁
論
大
会
優
秀
賞・第
26
回
全

日
本
ジ
ュニ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー

ル
：
ピ
ア
ノ・弦
楽
器
部
門
銀
賞

（11）
安
全
管
理

・
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
主
要
校
舎
等
屋
内

16
ヵ
所
に
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、

防
犯・セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
強
化
を
図
っ
た
。

（12）
施
設
・
設
備
関
係

施
設・整
備
に
つい
て
は
、各
学
校
毎
に
安
全

性（
放
射
線
対
策
等
）と
ア
メ
ニ
テ
ィ（
快
適

な
空
間
）に
配
慮
し
た
教
育
研
究
環
境
の

整
備
を
優
先
順
位
に
よ
り
行
っ
た
。

１　

創
学
館
、図
書
館 

非
構
造
部
材
の
耐

震
対
策
整
備

２　

芸
術
館
屋
上 

太
陽
光
発
電
設
備（
20

k
W
）新
設
整
備

３　

学
生
駐
車
場（
１
２
５
台
収
容
）の
整
備

４　

附
属
高
校 

南
北
外
周（
４
１
０ｍ
）フェ

ン
ス
更
新
整
備

５　

家
庭
寮
北
側
水
路
擁
壁（
89ｍ
）新
設

整
備

６　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備（
新
入
大
学

生
用
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
71
台
）

７　
ラ
ン
コ
モ
室（
２
室
）整
備（
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニン
グ
設
備
）

８　

証
明
書
発
行
シ
ス
テ
ム
整
備

９　
グ
ル
ー
プ
ウェア
用
サ
ー
バ
整
備

10　

短
大
生
活
芸
術
科
Ｃ
Ｇ
演
習
用
Ｍａｃ

シ
ス
テ
ム（
16
式
）更
新
整
備

11　

附
属
高
校
N
O‐２
情
報
処
理
室 

教

育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム（
35
式
）更
新

整
備

12　

附
属
高
校 

美
術
科
用
Ｍａｃ
カ
ラ
ー
シ

ス
テ
ム
更
新
整
備

（13）
環
境
関
係

①
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
を
評
価
す
る

「
第
５
回
エコ
ラ
ン
キ
ン
グ
」に
お
い
て
、全
国

１
２
７
大
学
中 

総
合
24
位
。

②
郡
山
女
子
大
学
Ｎ
Ｌ
Ｓ（
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
）部
と
天
理
大
学
の
環
境
交

流
会
を
実
施
し
た
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
フェア「
Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｆ
ふ
く
し
ま
2
0
1
3
」に
環
境
委
員

会
が
出
展
し
、１
５
０
名
を
超
え
る
方
が
来

場
。本
学
の
環
境
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

（14）
そ
の
他
資
料

※
家
族
会
等

・
家
族
会
役
員・常
任
委
員
合
同
委
員
会

（
４
月
、６
月
、12
月
）

・
家
族
会
総
会（
５
月
25
日
）

・
家
族
会
方
部
別
教
育
懇
談
会（
開
催
時

期
は
７
月
上
旬
か
ら
７
月
下
旬
）

・
県
南・郡
山
方
部
会（
高
校
）計
２
方
部
、

南
東
北・浜
通・関
東・北
東
北・福
島・会
津・

県
南・郡
山
方
部
会（
大
学・短
大
）・計
８
方

部

1
、2
4
8
名

2
、5
1
9
名



開成の杜（7）

補助金収入が見込み
を上回りました。

長期定期預金からの
繰入収入
1,300,000,000円及
び育英奨学基金引当
特定資産からの繰入
収入415,840,000円
が主なものです。

有価証券購入のため
の支出400,000,000
円及び育英奨学基金
引当特定資産への繰
入支出434,254,054
円を計上しました。

除却資産
約273,600,000円の
計上により、基本金組
入れ対象額が取崩し
対象額を下回ったため
です。

有価証券買い替えの
ための売却収入
400,000,000円を
計上しました。

現物寄付金として
約72,800,000円を
計上しました。

主に賃借費及び支払
報酬費の増加による
ものです。

平
成
25
年
度
　
決
算
報
告

資金収支計算について、その主な内容をご報告いたします。
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

資金収支計算書1

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

 学生生徒等納付金収入 
 手数料収入 
 寄付金収入 
 補助金収入 
　国庫補助金収入
　地方公共団体（県）補助金収入
　地方公共団体（市）補助金収入
 資産運用収入 
 資産売却収入 
 事業収入 
 雑収入 
 前受金収入 
 その他の収入 
 資金収入調整勘定 
 前年度繰越支払資金
資金収入の部　合計

1,048,400,000
19,120,000
12,000,000
815,620,000
452,142,000
359,964,000
3,514,000
92,700,000
800,100,000
48,300,000
101,100,000
332,300,000
1,543,769,674
△ 460,000,000
1,335,260,326
5,688,670,000 5,690,564,061 △ 1,894,061

1,037,862,650
19,974,927
18,942,960
864,084,350
494,286,000
366,283,950
3,514,400
94,326,234
400,000,000
49,439,500
134,887,221
338,180,800
1,932,251,565
△ 534,646,472
1,335,260,326

10,537,350
△ 854,927
△ 6,942,960
△ 48,464,350
△ 42,144,000
△ 6,319,950

△ 400
△ 1,626,234
400,100,000
△ 1,139,500
△ 33,787,221
△ 5,880,800

△ 388,481,891
74,646,472

                        ―

（単位：円）〔資金収入の部〕

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
学生生徒等納付金
手数料
寄付金
補助金
  国庫補助金
  地方公共団体（県）補助金
  地方公共団体（市）補助金
資産運用収入
資産売却差額
事業収入
雑収入
帰属収入合計
基本金組入額合計
消費収入の部合計

1,048,400,000
19,120,000
22,000,000
815,620,000
452,142,000
359,964,000
3,514,000
92,700,000
100,000

48,300,000
101,100,000
2,147,340,000
△ 145,740,000
2,001,600,000 2,294,337,802 △ 292,737,802

1,038,459,050
19,974,927
91,755,135
864,084,350
494,286,000
366,283,950
3,514,400
94,326,234

0
49,439,500
136,298,606
2,294,337,802

―

9,940,950
△ 854,927

△ 69,755,135
△ 48,464,350
△ 42,144,000
△ 6,319,950

△ 400
△ 1,626,234

100,000
△ 1,139,500
△ 35,198,606
△ 146,997,802
△ 145,740,000

（単位：円）〔消費収入の部〕

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出
予備費
資金支出調整勘定
次年度繰越支払資金
資金支出の部　合計

1,880,660,000
457,080,000
128,700,000
78,370,000
57,370,000
834,080,000
139,316,067
7,900,000

△ 67,396,067
2,172,590,000
5,688,670,000 5,690,564,061 △ 1,894,061

1,891,517,115
469,419,992
128,172,401
84,284,468
62,480,648
834,254,054
161,059,733

―
△ 56,648,426
2,116,024,076

△ 10,857,115
△ 12,339,992

527,599
△ 5,914,468
△ 5,110,648
△ 174,054

△ 21,743,666
7,900,000

△ 10,747,641
56,565,924

（単位：円）〔資金支出の部〕

監
査
報
告
書

平
成
26
年
５
月
23
日

学
校
法
人　

郡
山
開
成
学
園

監
事　

橋
本　

忠
雄

監
事　

遠
藤　

武
士

財産目録について、その主な内容をご報告いたします。
平成26年3月31日現在 （単位：円）

財産目録総括表4

貸借対照表について、その主な内容をご報告いたします。
平成26年3月31日現在

（単位：円）

貸借対照表3

項　　目

科　　目

資産の部合計

本年度末 増　　減

金　　額 備　　考
基本財産
土地
建物
構築物
教育研究用機器備品
その他の機器備品
図書
車両
建設仮勘定
水道施設利用権
借地権
電話加入権
ソフトウェア

固定資産 8,404,831,957
7,274,705,179
2,763,869,930
3,485,300,659
1,025,534,590
1,130,126,778
500,000,000

0
630,126,778
2,350,252,528
2,116,024,076
234,228,452

10,755,084,485

前年度末
△ 1,470,761,755
△ 186,035,163

0
△ 230,442,144
44,406,981

△ 1,284,726,592
0

△ 1,300,000,000
15,273,408
881,864,994
780,763,750
101,101,244

△ 588,896,761

流動資産

有形固定資産
土地
建物
構築物他

有価証券
長期定期預金
ソフトウエア他

現金預金
未収入金他

その他の固定資産

退職給与引当金
長期未払金

授業料等前受金
預り金他　

減価償却累計額
減価償却累計額
減価償却累計額
減価償却累計額

減価償却累計額

減価償却累計額

減価償却累計額

預入先　東邦銀行他2行
外国債券
福島県私学振興基金協会他

退職金財団交付金他

退職給与に係る見積債務額

平成26年度生入学金等

5,594,080,077

667,301,559

1,269,391,202

35,437,175

7,379,774

18,765,590

27,661,131

182,438.30㎡

50,943.64㎡

293点

13,074点

710点

154,959冊

2台

7件

7,306,219,363
2,763,869,930
3,485,300,659
102,667,157
418,201,353
9,907,685

488,736,544
2,090,451
3,931,400

0
980,389
2,918,498
27,615,297

3,448,865,122
2,116,024,076
500,000,000
9,951,400

588,161,194
229,868,772
221,480
4,638,200

10,755,084,485

1,415,331,936

9,339,752,549

950,996,673
906,127,601
44,869,072
464,335,263
42,858,476
338,180,800
83,295,987

運用財産

資産合計

負債合計
差引正味財産

現金・預金
有価証券
出資金
育英奨学基金引当特定資産
未収入金
前払金
その他の資産

退職給与引当金
長期未払金

未払金
前受金
預り金

〔資産の部〕

消費収支計算について、その主な内容をご報告いたします。
平成25年4月1日から平成26年3月31日まで

消費収支計算書2

参考

正味資産

減価償却の累計額

9,339,752,549 △ 618,762,628

7,620,016,508 135,124,313

（※正味資産＝資産－負債）

　

私
た
ち
は
、学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園

の
監
事
と
し
て
、私
立
学
校
法
第
37
条
第
３

項
に
基
づ
い
て
同
学
園
の
平
成
25
年
度（
平

成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
）に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
計
算
書

類（
資
金
収
支
計
算
書
、消
費
収
支
計
算
書
、

貸
借
対
照
表
及
び
附
属
明
細
表
）を
含
め
、

学
校
法
人
の
業
務
並
び
に
財
産
の
状
況
に
つ

い
て
監
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
監
査
に
あ
た
り
、理
事
会
そ
の

他
重
要
な
会
議
に
出
席
す
る
ほ
か
理
事
か

ら
の
業
務
の
報
告
を
聴
取
し
、重
要
な
決
裁

書
類
等
を
閲
覧
す
る
な
ど
必
要
と
思
わ
れ

る
監
査
手
続
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

監
査
の
結
果
、私
た
ち
は
、学
校
法
人
の

業
務
に
関
す
る
決
定
及
び
執
行
は
適
切
で

あ
り
、財
産
目
録
及
び
計
算
書
類
は
会
計

帳
簿
の
記
載
と
合
致
し
、法
人
の
収
支
及
び

財
産
の
状
況
を
正
し
く
示
し
て
お
り
、学
校

法
人
の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
不
正
の
行

為
又
は
法
令
若
し
く
は
寄
附
行
為
に
違
反

す
る
事
実
は
な
い
こ
と
を
確
認
い
た
し
ま
し

た
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

以
上

　

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
の
平
成
25
年

度
決
算
に
つ
い
て
、東
邦
監
査
法
人
の
監
査

を
受
け
、理
事
会
・
評
議
員
会
で
報
告
、決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
資
金
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、前
年
度
繰
越
支
払
資
金
を
加
え
た
資

金
収
入
合
計
は
、５
，６
９
０
，５
６
４
千
円
と

な
り
、予
算
よ
り
１
，８
９
４
千
円
上
回
り
ま

し
た
。こ
れ
は
、主
と
し
て
、学
生
生
徒
等
納

付
金
収
入
、資
産
売
却
収
入
等
で
は
見
込

み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、補
助
金
収
入
、そ

の
他
の
収
入
等
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め

で
す
。

　

資
金
支
出
は
、管
理
経
費
支
出
で
見
込

み
を
下
回
り
ま
し
た
が
、そ
の
他
す
べ
て
の

支
出
で
見
込
み
を
上
回
っ
た
た
め
、３
，５
７

４
，５
３
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、次
年
度
繰
越
支
払
資
金
は
２
，

１
１
６
，０
２
４
千
円
と
な
り
、予
算
よ
り
５

６
，５
６
５
千
円
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
消
費
収
支
計
算
書
に
お
い

て
、消
費
収
入
合
計
よ
り
消
費
支
出
合
計

が
大
き
い
た
め
、当
年
度
消
費
支
出
超
過
額

は
、６
１
８
，７
６
２
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。ま
た
、基
本
金
は
、除
却
資
産
約
２
７
３
，

６
０
０
千
円
の
計
上
に
よ
り
、基
本
金
組
入

れ
対
象
額
が
取
崩
し
対
象
額
を
下
回
っ
た

た
め
、取
崩
額
４
９
，１
８
１
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

従
っ
て
、平
成
25
年
度
の
消
費
収
支
は
、

当
年
度
消
費
収
支
超
過
額
６
１
８
，７
６
２

千
円
に
、平
成
24
年
度
決
算
の
繰
越
消
費

支
出
超
過
額
５
，１
８
５
，９
８
７
千
円
を
加

え
、基
本
金
取
崩
額
４
９
，１
８
１
千
円
を

差
し
引
き
、翌
年
度
繰
越
消
費
支
出
超
過

額
は
、５
，７
５
５
，５
６
８
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
方
、貸
借
対
照
表
で
は
、資
産
に
関
し

て
は
、将
来
に
備
え
、教
育
、研
究
、施
設
等

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、資
金
を
計
画
的
に
積

立
て
、安
全
で
有
利
な
資
産
運
用
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、負
債
に
関
し
て
は
、退
職
給
与
引

当
金
の
計
上
、及
び
次
年
度
授
業
料
等
前

受
金
、期
末
未
払
金
等
以
外
に
は
、金
融
機

関
等
か
ら
の
借
入
金
も
な
く
、健
全
な
財
務

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
の
正
味
資
産
は
、前
年

度
比
６
１
８
，７
６
２
千
円
減
少
し
、９
，３
３

９
，７
５
２
千
円
と
な
って
お
り
ま
す
。

（単位：円）
科　　目

負債の部合計

本年度末 増　　減
固定負債 950,996,673

906,127,601
44,869,072
464,335,263
338,180,800
126,154,463
1,415,331,936

前年度末
4,314,371
13,230,037
△ 8,915,666
25,551,496
33,403,100
△ 7,851,604
29,865,867

流動負債

〔負債の部〕

（単位：円）
科　　目

基本金の部合計

本年度末 増　　減
第1号基本金 14,849,321,130

246,000,000
15,095,321,130

前年度末
△ 49,181,312

0
△ 49,181,312

第4号基本金

〔基本金の部〕

（単位：円）
科　　目

消費収支差額の部合計

本年度末 増　　減
翌年度繰越消費支出超過額 △ 5,755,568,581

△ 5,755,568,581

前年度末
△ 569,581,316
△ 569,581,316

〔消費収支差額の部〕

科　　目
負債の部、基本金の部及び
消費収支差額の部合計

本年度末 増　　減

10,755,084,485

9,875,593,712
7,460,740,342
2,763,869,930
3,715,742,803
981,127,609
2,414,853,370
500,000,000
1,300,000,000
614,853,370
1,468,387,534
1,335,260,326
133,127,208

11,343,981,246

9,958,515,177

7,484,892,195

946,682,302
892,897,564
53,784,738
438,783,767
304,777,700
134,006,067
1,385,466,069

14,898,502,442
246,000,000

15,144,502,442

△ 5,185,987,265
△ 5,185,987,265

11,343,981,246

前年度末

△ 588,896,761

固定負債

流動負債

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異
 人件費 
 教育研究経費 
 管理経費 
 資産処分差額 
 徴収不能額 
 予備費 
消費支出の部合計

1,870,660,000
891,580,000
132,050,000
1,000,000

0
1,000,000

2,896,290,000

 当年度消費支出超過額 
 前年度繰越消費支出超過額 
 基本金取崩額 
 翌年度繰越消費支出超過額 

894,690,000
5,185,987,265

0
6,080,677,265

618,762,628
5,185,987,265
49,181,312

5,755,568,581

―
―
―
―

1,906,158,537
869,604,340
131,520,388
5,220,765
596,400

―
2,913,100,430

△ 35,498,537
21,975,660
529,612

△ 4,220,765
△ 596,400
1,000,000

△ 16,810,430

（単位：円）〔消費支出の部〕



開成の杜（8）

　
い
つ
の
間
に
か
空
は
青
く
高
く
、季
節

は
稔
り
の
秋
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

時
の
流
れ
の
速
さ
を
思
う
。春
に
、そ
れ

ぞ
れ
の
夢
を
抱
い
て
入
学
し
て
き
た
新
入

生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
そ
れ
ぞ
れ
の
立

ち
位
置
を
定
め
、充
実
し
た
時
間
を
送
っ

て
い
る
。ま
た
、夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

今
ま
さ
に
進
路
を
決
定
し
よ
う
と
し
て
い

る
人
た
ち
も
い
る
。

　

人
生
に
お
い
て
、夢
の
実
現
の
た
め
に
、

幾
度
か
重
要
な
選
択
を
迫
ら
れ
る
時
が

あ
る
。中
で
も
18
歳
の
岐
路
は
そ
の
後
の

長
い
人
生
を
決
定
づ
け
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

　

夢
が
実
現
で
き
る
と
実
感
で
き
た
時
、

そ
の
瞳
は
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
輝
く
。そ

の
瞳
の
輝
き
は「
自
信
」と
い
う
自
分
の
能

力
を
発
揮
さ
せ
る
パ
ワ
ー
が
も
た
ら
す
も

の
だ
。そ
こ
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

し
か
し
、夢
の
実
現
が
遠
の
き
、離
れ
て

い
く
場
合
も
あ
る
。そ
の
理
由
は
一
つ
で

は
な
い
。様
々
な
要
因
が
交
錯
し
、18
歳
の

心
を
悩
ま
せ
る
。瞳
は
闇
に
閉
ざ
さ
れ
、

夢
み
る
心
は
深
く
絶
望
す
る
。

　

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。２
年
前
の
春
に

夢
を
一
杯
詰
め
込
ん
で
入
学
し
た
あ
の

日
の
こ
と
を
。家
族
に
祝
福
さ
れ
、開
成
の

杜
の
緑
豊
か
な
自
然
と
共
に
学
び
成
長

し
よ
う
と
誓
っ
た
こ
と
を
。降
り
注
ぐ
陽

ざ
し
の
ご
と
く
、
一
人
ひ
と
り
の
夢
を
全

力
で
見
守
る
人
た
ち
が
い
る
。18
歳
で
絶

望
す
る
の
は
早
す
ぎ
る
。顔
を
上
げ
て
周

り
を
見
回
し
て
欲
し
い
。あ
な
た
の
そ
ば

に
よ
り
そ
い
、勇
気
づ
け
て
く
れ
る
人
が

必
ず
い
る
か
ら
。　　
　
　
　
　
（
河
村
）
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「小杉小二郎さんの絵」

　小杉小二郎氏は1944年（昭和19年）東京生まれ。パリ
市内にアトリエを持ちフランスと日本を行き来し、その
静謐で落ち着いた作風は多くの人々に親しまれている。
　第１６２回芸術鑑賞講座として油彩画、ガラス絵、コ
ラージュなど47点が展示された。

う
ね
め
ま
つ
り・

踊
り
流
し
コ
ン
ク
ー
ル

２
年
連
続
大
賞
に
輝
く

　

50
回
目
を
迎
え
た
郡
山
の
夏
の
一
大

イ
ベ
ン
ト「
郡
山
う
ね
め
ま
つ
り
」が
８
月

７
日
か
ら
３
日
間
開
催
さ
れ
た
。フ
ィ
ナ

ー
レ
を
飾
っ
た
９
日
の「
う
ね
め
踊
り
流

し
・
ひ
ょっ
と
こ
踊
り
」で
本
学
が
２
年
連

続
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
日
は
38
団
体
約
３
３
０
０
人
の
参

加
が
あ
っ
た
。

　

本
学
園
か
ら
は
大
学
・
短
大
・
高

校
・
幼
稚
園
か
ら
昨
年
を
２
０
０
人
上

回
る
総
勢
５
２
０
人
が
参
加
。今
年
は
お

揃
い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
だ
け
で
な
く
、手
首
に
揃

い
の
飾
り
を
付
け「
女
性
ら
し
さ
」を
発

揮
し
た
。短
大
・
幼
児
教
育
学
科
２
年
の

生
徒
は「
テ
ス
ト
期
間
の
合
間
を
縫
っ
て

練
習
し
た
成
果
が
出
て
嬉
し
い
」と
大
賞

２
連
覇
を
喜
ん
だ
。

　

ま
た
、個
人
の
部
で
も
附
属
高
校
１
年

の
高
橋
優
里
さ
ん
と
本
田
葵
さ
ん
、短

大
・
准
教
授　

太
宰
待
子
さ
ん
の
３
人

が
選
ば
れ
た
。

今年もショッキングピンクのTシャツで。附属高校

父子で思い出づくり

家
庭
寮
で
七
夕
会
開
催

父
子
で
料
理
に
挑
戦

　

家
庭
寮
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
で
あ
る
七

夕
会
が
今
年
も
行
わ
れ
た
。寮
生
一
人
ひ

と
り
が
願
い
を
込
め
て
色
と
り
ど
り
の
短

冊
に
願
い
を
つ
づ
り
、そ
の
短
冊
は
寮
友

会
役
員
が
中
心
と
な
り
若
竹
に
飾
ら
れ

た
。短
冊
へ
は
、卒
業
後
の
進
路
の
こ
と
、

成
績
の
こ
と
、遠
く
離
れ
た
家
族
の
こ
と

等
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

日
々
寮
友
と
の
交
流
を
深
め
、自
己
を

み
つ
め
な
が
ら
成
長
を
し
て
い
く
寮
生
。

寮
舎
は
い
つ
も
元
気
な
声
、輝
く
瞳
に
満

ち
て
い
る
が
、こ
の
日
は
今
ま
で
以
上
に
親

睦
を
深
め
あ
って
い
た
。

大
塚
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
る

日
本
家
政
学
研
究
会

東
北
・
北
海
道
支
部
部
会

　

第
59
回
一
般
社
団
法
人
日
本
家
政
学

会
東
北
・
北
海
道
研
究
発
表
会
が
９
月

６
日
、東
北
女
子
大
で
行
わ
れ
た
。

　

本
大
学
院
生
の
大
塚
久
美
子
さ
ん
が

「
福
島
県
産
山
菜
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃

度
」に
つい
て
発
表
し
、表
彰
さ
れ
た
。

広
井　
勝
教
授

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

大
学
・
食
物
栄
養
学
科
の
広
井
勝
教

授
は
８
月
23
日
、神
奈
川
県
横
須
賀
市
で

開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
度
全
国
栄
養
改

善
大
会
の
席
上
、栄
養
士
の
養
成
に
功
労

あ
っ
た
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。広
井
教
授

　

食
べ
物
、栄
養
、健
康
に
関
す
る
知
識

や
技
術
を
体
験
的
に
学
ぶ
食
育
の
場
と

し
て
の
夏
休
み
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室「
パ

パ
ズ
・
イ
ン
・
ザ
・
キ
ッ
チ
ン
」が
８
月
23

日
に
行
わ
れ
た
。

　

短
大
・
食
物
栄
養
専
攻
と
公
益
財
団

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会
と
の
共

催
で
44
人
が
参
加
。小
林
澄
枝
講
師
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン
を
見
学
し
た
後
、10

班
に
分
か
れ
て
調
理
し
た
。親
子
で
協
力

し
な
が
ら
、「
茄
子
と
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
リ
ガ

ト
ー
ニ
」「
コ
ー
ン
ス
ー
プ
」「
帆
立
の
カ
ル

パッ
チ
ョ
」「
す
い
か
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
」を

親
子
が
力
を
合
わ
せ
完
成
さ
せ
た
。参
加

者
は「
夏
休
み
の
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し

た
」と
喜
ん
で
い
た
。

短冊に願いを込めて

「春の花」「海の見える丘」

ー
大
学
院
ー

ボランティア頑張りました

24
時
間
テ
レ
ビ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

短
大
家
政
科
福
祉
専
攻
１
年

宮
地　

涼
香

　

８
月
31
日
、ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
で
開
催
さ

れ
た
24
時
間
テ
レ
ビ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
募
金
活
動
を
担
当
し
、多
く

の
お
客
様
に
募
金
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
は
テ
レ
ビ
の
中
の
出
来

事
だ
っ
た
私
に
と
って
、会
場
の
一
体
感
の

あ
る
助
け
合
い
の
心
に
驚
き
、と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。１
つ
の
テ
レ
ビ
番
組
が
、多

く
の
人
々
の
心
を
動
か
せ
る
素
晴
ら
し
さ

を
実
感
で
き
、こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。長
時
間
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
と
て
も
疲
れ
ま
し
た
が
、

募
金
な
ど
を
通
じ
て
助
け
合
う
気
持
ち

を
、普
段
の
生
活
で
も
心
が
け
よ
う
と
思

い
ま
す
。ま
た
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
。

は
昭
和
41
年
か
ら
本
学
に
勤
務
し
て
以

来
、
一
貫
し
て
栄
養
士
、管
理
栄
養
士
の

育
成
に
努
め
て
い
る
。

よ
く
み
る
　
よ
く
き
く

よ
く
か
ん
が
え
て

10
月
1
日
か
ら
願
書
受
付
開
始

附
属
幼
稚
園

　

本
園
は「
よ
く
み
る　

よ
く
き
く　

よ

く
か
ん
が
え
て
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
健
や

か
で
明
る
く
、素
直
な
、賢
い
こ
ど
も
に
育

て
る
た
め
、体
を
鍛
え
、基
本
的
な
生
活

を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、正
し
い
生
活
態

度
を
養
っ
て
い
る
。遠
足
、、お
誕
生
会
、お

泊
り
保
育
な
ど
で
の
友
だ
ち
関
係
も
大

切
に
し
て
い
る
。

　

送
迎
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
も
運
行
、早
朝

保
育
、延
長
保
育
も
あ
る
本
園
の
27
年
度

願
書
受
付
は
10
月
１
日
か
ら
。
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